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平成１４年度 ハンセン病対策

意 見 書 提 言 事業計画における対応 実施時期 関係部署

○ ～全体統括、個別課題の処理 岡山県ハンセン病問題対策協議会 H14.5.30

H14.6.29１ 偏見・差別解消のための啓発事業のきめ細やかな実施 ○啓発ビデオのテレビ放映
○フォーラム等の開催 未定

（１）単なるパンフレットの配布等でなく、啓発資材を活用し ○パネル展の開催 ～ 民放ｲﾍﾞﾝﾄ等H14.6
た語り部による伝承、対話集会の実施等きめ細やかな事業 ○ホームページでの啓発 ～H14.6
実施を工夫すること ○地域交流事業 ～H14.6

○リーフレットの配布 ～H14.4
H14.5○晴れの国ジャーナル（県発行）へ

の啓発記事掲載
○人権教育指導資料の作成 ～ 教育庁H14.6

（２）ハンセン病に関する正しい情報提供を行うこと ○各種啓発の実施
○各種研修会でのビデオ視聴及び指 教育庁

導

（３）道徳副読本問題が提起した偏見差別の無意識な助長に配 ○啓発ビデオ配布 教育庁H14.5
慮し、学校教育の中の人権教育において取り上げること

（４）高齢者等への理解を深めるために社会教育活動として生 ○生涯学習への取り組み 未定 教育庁
涯学習（出前講座）にも取り組むなど、人権意識涵養をさ ○交流活動の促進 教育庁
らに推進すること

（５）若い世代に対する啓発は 「ハンセン病は治癒する 、 ※各啓発活動の中で配慮、 」
「ハンセン病は感染力が弱い細菌感染症で、衛生水準の改
善した今日ではほとんど発病の可能性はない」ということ
をストレートに訴える

（６）主要公立図書館にハンセン病関連文献コーナーを設置す ○県立図書館への設置推進 未定 教育庁
ること
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意 見 書 提 言 事 業 計 画 実施時期 関係部署等

２ 福祉増進施策の実施

（１）入所者を訪問し県に対する要望などの意向調査を行うこ ○社会復帰支援員等による意向調査 ～H14.6
と

２ 社会復帰に当たり入所者の参考とするため 県民に対し ○ハンセン病に関する県民意識調査 未定（ ） 、 、
社会復帰受入等に関する意識調査を行い、その結果を両園 （仮称）の実施
入所者に提示すること

（３）社会復帰支援員を設置し、社会復帰希望者からの相談に ○社会復帰支援員による支援活動 ～ 医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰH14.6
対応するとともに、当面、住宅、医療等の確保が求められ 協会等
ている状況を受けて、継続的に入所者及び親族や関係市町

村等との連絡調整等の支援を行うこと

（４）住宅の確保について、関係市町村とも十分連携しながら ○社会復帰支援員による支援活動 ～ 土木部住宅課H14.6
公営住宅の優先入居や、民間住宅の入居斡旋等の支援を行 ○県営住宅等の優先入居 関係自治体
うこと

（５）医療の確保について、退所者に対する在宅医療の確保や ※個別案件ごとに対応 関係自治体
療養所の協力医師、協力医療機関の確保、医療関係者の研 ・関係自治体、医師会との協議 県医師会等

修を目的として、療養所、入所者自治会と関係自治体、医 ・研修実施
療関係団体等との協議の場を設ける等の支援を行うこと

（６）本人の希望に応じ、里帰り希望者には個別対応を行うこ ※意向を伺い個別案件ごとに対応
と ・里帰り、墓参りへの支援
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○国への重点要望事項として要望 企画振興部３ 両園保有史料の保全策に関する国への要望の実施 H14.5

○岡山県ハンセン病問題史料調査委 ～ 総務学事課文４ 今後体制を整えた上でさらに行う取り組み H14.6
員会の設置 書整備班

（１）ハンセン病療養所入所者に対する聞き取り調査の実施 ○社会復帰支援員等による聞き取り ～H14.6
：自治会及び園当局の協力を得て 聞き取り調査を実施し 調査、 、

了解が得られる方の聞き取り調査結果については、啓発資

料として活用すること。

（２）関連資料・史料の収集・蓄積

：広く県民に対して関連資料の提供を呼びかけるととも ○グラフ岡山等での広報 ～H14.5
に、歴史研究者の協力を得て、岡山県及び市町村保存資料 ○史料調査委員会による調査・研究 ～H14.6
等の調査・研究を進め、偏見・差別解消に向けた取組みの

一環として、これらの調査・研究を通じて明らかにされる

事実を題材として、県民に対する啓発を行うこと

※その他の活動

・保健福祉部職員に対する普及啓発として、療養所の訪問・研修、夏祭り等への参加


